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骨
格
予
算

　
次
期
市
長
選
に
出
馬
し
な
い
こ

と
を
決
断
し
た
た
め
、
平
成
31
年

度
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、
義
務

的
、
経
常
的
な
経
費
お
よ
び
す
で

に
着
手
し
て
い
る
継
続
事
業
を
中

心
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
骨
格
予
算

と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。

　

市
が
将
来
に
わ
た
っ
て
輝
き
続
け
、
市
民
が
地
域
に
対
す
る
誇
り
や
自
信
を
持
ち
な
が
ら
、

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
課
企
画
担
当
（
☎
内
線
５
２
４
）
へ
。

　
新
規
事
業
や
政
策
的
な
判
断
が

必
要
と
な
る
経
費
な
ど
に
つ
い
て

は
、
補
正
予
算
な
ど
の
対
応
を
新

た
な
体
制
に
委
ね
ま
す
。

今
後
の
課
題

　
こ
れ
ま
で
、
財
政
の
立
て
直
し

を
進
め
な
が
ら
も
、
行
う
べ
き

事
業
に
は
率
先
し
て
取
り
組
み
、

平
成
31
年
度

市
政
運
営
方
針様

々
な
分
野
で
着
実
な
前
進
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
の
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、

残
さ
れ
た
任
期
を
総
仕
上
げ
の
期

間
と
し
て
、
最
後
ま
で
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

・
人
口
減
少
対
策

　
本
市
の
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
の
傾
向
は
、
県
内
他
市
と
比
べ

る
と
い
ま
だ
顕
著
な
状
況
で
す
。

　

平
成
28
年
３
月
に
策
定
し
た

「
桐
生
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
掲

げ
る
将
来
展
望
の
実
現
に
向
け
、

引
き
続
き
最
重
要
課
題
と
し
て
人

口
減
少
対
策
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
フ
ル
セ
ッ
ト
主
義
か
ら
の
脱
却

　
今
後
の
施
設
整
備
な
ど
を
検
討

し
て
い
く
際
に
は
、
公
民
連
携
の

発
想
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
適
正

な
規
模
や
機
能
を
追
求
す
る
と
と

も
に
、
都
市
間
連
携
を
更
に
強
化

し
、
一
自
治
体
が
全
て
の
住
民
サ

新桐生駅周辺整備イメージ図 サイエンスドクター事業幼児プログラミング体験

ー
ビ
ス
を
担
う
「
フ
ル
セ
ッ
ト
主

義
」
か
ら
脱
却
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
選
ば
れ
る
ま
ち
に
な
る
た
め
に

　
人
口
減
少
社
会
に
あ
っ
て
も
、

市
民
の
満
足
度
や
幸
福
度
を
維

持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
先
人
が
築
い
て
き
た
社
会
基
盤

な
ど
を
生
か
し
な
が
ら
、
市
民
が

暮
ら
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
良
好
な
居
住
環
境
と
と
も

に
、
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
や
織
都

１
３
０
０
年
の
歴
史
・
文
化
な
ど

の
魅
力
を
「
ま
ち
の
価
値
」
と
し

て
市
民
が
再
認
識
し
発
信
す
る
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
や
若
い
世
代
、

市
外
の
人
に
も
、
ほ
か
に
は
な
い

桐
生
市
の
良
さ
が
伝
わ
り
、
や
が

て
は
「
住
む
な
ら
桐
生
」
と
多
く

の
人
か
ら
「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
へ

変
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

屋内遊戯場「キノピーランド」



桐生市役所　　☎0277‐46‐11113

平成 31年度市政運営方針・予算（骨格予算）の概要

※（　）内は、構成比。数字は端数処理しています。

歳入
　市税収入は、131億2,009万８千円と平成30年
度に比べ約1,800万円の増加を見込んでいます。

国庫支出金（12.2％）
54億 4,036 万 6千円

市債（8.0％）
35億 7,410 万円

県支出金（8.4％）
37億 3,673 万 2千円

諸収入（6.1％）
27億 4,050 万 8千円

繰入金（4.5％）
20億 2,215 万 1千円

民生費（38.1％）
170 億 5,278 万 1千円

教育費（14.5％）
65億 190 万 6千円

土木費（9.9％）
44億 1,123 万円

衛生費（9.1％）
40億 6,401 万 9千円

公債費（8.7％）
39億 1,365 万 9千円

総務費（8.1％）
36億 1,365 万円

商工費（4.1％）
18億 1,680 万 4千円

消防費（4.8％）
21億 4,194 万 1千円

その他（2.7％）
12億 3,401 万円

●用語の解説
市税＝市民の皆さんから納めていただく市民税や
固定資産税、軽自動車税などの税金
地方交付税＝地方自治体が一定水準の行政サービ
スを提供することができるよう国が交付するお金
国庫・県支出金＝市が行う特定の事業に対して国
や県から支出されるお金
市債＝国や銀行などから借り入れるお金
諸収入＝他市から受けるごみ処理や消防などの業
務による収入や貸付金の元金収入など
地方消費税交付金＝地方消費税として納められた
中から、一定の基準で交付されるお金
繰入金＝基金（市の貯金）や特別会計から一般会
計に繰り入れられるお金

その他（5.9％）
26億 4,604万 5千円

※（　）内は、構成比。数字は端数処理しています。

　平成31年度一般会計予算の総額は、447億5,000万円と平成30年度
に比べ0.8パーセントの増加となりました。

一般会計予算
447億5,000万円

　市民体育館の整備などにより、教育費は平成
30 年度に比べ約 11 億 4,400 万円の増加とな
りました。

●用語の解説
民生費＝福祉の充実や子育て支援などの費用
教育費＝学校教育、生涯学習の充実、文化・ス
ポーツ振興などの費用
土木費＝道路や河川、公園などの整備・維持管
理費用
衛生費＝健康増進や斎場、清掃などの費用
公債費＝これまでに借り入れた市債を返済する
費用
総務費＝市役所や財産の維持管理、戸籍の管理
および税金の徴収などの費用
消防費＝災害対策や防災などの安全対策の費用
商工費＝商工業や観光振興などの費用

　平成31年度の一般会計予算、特別会計予算などについてお知らせします。
　問い合わせは、財政課財政担当（☎内線527）へ。

歳出

市税（29.3％）
131 億 2,009 万 8千円

地方交付税（20.9％）
93億 5,000 万円

平成 31年度予算（骨格予算）の概要

地方消費税交付金（4.7％）
21億 2,000 万円
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市民の皆さん１人当たりの
目的別予算額
　一般会計予算の総額447億5,000万円を平成31
年１月31日現在の人口11万1,777人で計算すると、
市民の皆さん１人当たりの目的別予算額は次のとお
りです。

●１人当たり40万351円
民生費

教育費

土木費

衛生費

公債費

15万2,561円

５万8,168円

３万9,465円

３万6,358円

３万5,013円

総務費

消防費

商工費

その他

３万2,329円

１万9,163円

１万6,254円

１万1,040円

※数字は端数処理しています。

特別会計予算
321億1,466万４千円 （－0.6％）

学校給食共同調理場事業

国民健康保険事業

下水道事業

介護保険事業

農業集落排水事業

住宅新築資金等貸付事業

新里温水プール事業

発電事業

後期高齢者医療事業

７億2,961万円

124億6,355万７千円

31億5,791万２千円

137億3,201万８千円

２億5,750万７千円

107万１千円

1,825万５千円

１億3,980万７千円

16億1,492万７千円

（－2.5％）

（－0.8％）

（－2.9％）

（0.1％）

（－2.7％）

（－40.5％）

（－2.1％）

（2.0％）

（0.7％）

水道事業会計予算
45億1,840万４千円 （－6.5％）

※（ ）内は対前年度増減率。数字は端数処理しています。

主要事業の予算
元気で活力あるまちづくり
● 商店街活性化施設整備支援【新規】＝ 259

万円
「くろほね・やまびこ」駐車場整備事業【新規】
＝ 264 万円

● 企業立地促進助成金（用地取得助成）＝ 4,894
万 1 千円

● 武井西周辺道路整備＝ 2,432 万 1 千円
● 空き店舗活用による新店舗開設支援・創業
促進＝ 750 万円

● シティブランディング事業＝ 52 万 6 千円

安心して暮らせるまちづくり

東分署移転整備＝ 1 億 1,572 万円
● きりゅう暮らし応援事業＝ 2 億 4,850 万円
● 桐生厚生総合病院負担金・医師確保対策＝

10 億 9,910 万 9 千円
● 市民体育館整備＝ 12 億 7,974 万 3 千円
● 陸上競技場整備＝ 2 億 9,680 万 9 千円
● 新桐生駅周辺整備＝ 1 億 1,700 万円

子供のための未来づくり

特定教育・保育施設整備補助事業【新規】＝
2 億 6,883 万 4 千円
学校給食中央共同調理場整備＝ 3 億 7,077
万 3 千円

●「子ども家庭総合支援拠点」の運営＝ 563 万
9 千円

● 屋内遊戯場「キノピーランド」の運営＝
990 万 4 千円

● 中学生海外派遣＝ 661 万 1 千円
● 特色ある教育

・未来創生塾支援＝ 383 万 5 千円
・サイエンスドクター事業＝ 480 万 2 千円
・黒保根町国際理解推進＝ 593 万 3 千円

※数字は端数処理しています。

※●がついている事業は、「桐生市まち・ひと・
しごと創生総合戦略」に掲げる主な事業です。

平成 31年度市政運営方針・予算（骨格予算）の概要


